
















目的

児が父母などに望まれずに誕生するというのは、一般的にはどの程度存在するのか。これ

を的確に示すのはなかなかに難しい。誰が望まないのか、いつ望まないと思ったのか、ど

ういう局面で「望まぬ児」という状態を引き起こしているのかなど複雑な問題が混在して

いる。

このような課題に対して、本年の研究では乳幼児健診時などを利用し、出産後数カ月の母

親から情報を集め、パイロットスタディを行うことにした。乳幼児健診を利用することで、

およそ一般的な群を対象としている。そして、主として母親に記述してもらうことになり、

母親の側面からアプローチした実態の把握を中心に考えている。質問紙として、妊娠の予

定、妊娠中のケアや問題、妊娠中の気持ち、出産時の問題、赤ちゃんの問題、出産後の気

持ち、経済的問題、就労との関係等の項目を含んだものを用意した(資料 1)。これらの質

問を出産後数カ月の母親に行い、一般的な母親と児の実態とその概数を把握することを目

的とした。また、現代の母親の持つ若干の問題を列挙し、その中で望まなかった児」に関

与する可能性のあるものを検討する端緒としたい。


